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I. 基本情報 

 

事  業  名 ： （日本語）革新的先端研究開発支援事業 

      （英 語）Advanced Research and Development Programs for Medical Innovation 

 

研究開発課題名： （日本語）腱・靱帯をモデルとした細胞内・外メカノ・シグナルの解明とその応用に

よるバイオ靱帯の創出 

      （英 語）Analysis of mechano signal cascade regulating tendon/ligament  

homeostasis and regeneration 

 

研究開発担当者 （日本語）東京医科歯科大学 大学院医歯学総合研究科 システム発生・再生医学分野 

教授 淺原 弘嗣  

所属 役職 氏名：（英 語）Department of Systems Bio Medicine, Graduate School and Faculty of  

Medicine, Tokyo Medical and Dental University, Professor, Hiroshi 

ASAHARA 

      

実 施 期 間： 平成２８年 １０ 月 １ 日 ～ 平成 ２９ 年 ３ 月 ３１ 日 

 

分担研究     （日本語） 

開発課題名：  （英 語） 

     

研究開発分担者   （日本語） 

所属 役職 氏名： （英 語） 

 

 

II. 成果の概要（総括研究報告） 
 

和文 
（Aim1）細胞メカノ・シグナルの伝達機構の解明 
遺伝子ライブラリーのスクリーニングにより同定したメカノストレス依存的に細胞内の局

在を変える候補因子について、細胞種の特異性や伸展強度依存性などについて細胞伸展装置

を用いて解析を行い、いくつかの細胞種で伸展強度に応じた変化の解析を行った。また生体

内でのこれら候補因子の機能について解析を進めた。 
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（Aim2）細胞がメカノ・アクションを介して、メカノ組織を構築するメカニズム解明 
Mkx 遺伝子の発現を促進する化合物の探索を行なうための細胞株を樹立した。この細胞を

用いて、機能既知化合物ライブラリーから、Mkx の遺伝子発現を亢進する可能性のある化

合物候補を得た。 
（Aim3）細胞メカノ・システムを応用したバイオリガメントの創出と医療応用 
 Mkx を用いたバイオリガメント作製のため、ヒトおよびマウスの間葉系細胞を用い、そ

こに Mkx を誘導することで、腱・靭帯の遺伝子発現上昇と腱・靭帯組織用の分化がおこる

ことを見出し、そのメカニズムを詳細に解析した。 
 
英文 
(Aim1) The analysis of novel extracellular factor “mechano-alarm factors” 
We have conducted a screening for molecules whose cell localization would be changed 
under mechanical stress. As a result, we identified several candidate molecules. The 
function of these candidates have been analyzed in details. 
（Aim２）Identification of small molecules that regulate Mkx expression 
We successfully established the system to screen compounds which may enhance Mkx 
gene expressions. Using this system, we performed pilot screening.  
（Aim3）Production and application of bio-ligament based on cell-mechano-system 
We have found that mesenchymal stem cells could be induced to tendon like cells by 
Mkx overexpression. The precise mechanism of Mkx to promote tendon specific gene 
expressions have been examined.  
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ーシックリサーチカンファレンス、千代田区、アキバプラザ内「アキバホール」、2016 年 10 月

14 日 
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NAKAMICHI,HiroshiASAHARA、Tendon Regeneration and Development by Transcription 
Factor Mkx、Visual-JW 2016、Osaka University、17 October 

5. 片岡健輔〔招待講演〕、伊藤義晃、千葉朋希、中道亮、浅原弘嗣、転写因子 Mkx を基幹とした

腱の発生・分化メカニズムの探索、第 7 回 Orthopedic Research Club、かずさアカデミアパー
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（３）「国民との科学・技術対話社会」に対する取り組み 

該当なし 
 

（４）特許出願 

該当なし 
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